
飛
鳥
・
白
鳳
期
に
お
け
る
寺
院
の
立
地
に
つ
い
て上

杉

日禾

央

飛鳥・白鳳期における寺院の立地について（上杉）

1
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
日
本
に
お
け
る
最
初
の
本
格
的
な
寺
院
は
、
仏
教
の
公
書
か
ら
五
〇
年
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

つ
た
崇
峻
天
皇
元
年
（
五
八
八
）
に
建
立
が
始
ま
っ
た
法
興
寺
（
飛
鳥
寺
）

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
日
本
各
地
で
寿
院
の
建
立
が
次
々
と
行
わ
れ
、
考

古
学
的
調
査
に
よ
る
と
八
世
紀
初
頭
に
は
全
国
で
お
よ
そ
六
五
〇
も
の
寺
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
存
在
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
（
表
1
）
。
こ
の
よ
う
に
爆
発
的
と
言
っ
て

も
よ
い
増
加
を
見
せ
た
寺
院
は
古
代
景
観
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
に
な
つ

　
　
　
③

て
い
っ
た
。
と
い
う
の
も
仏
教
文
化
を
示
す
建
築
物
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
例
え
ば
瓦
葺
き
屋
根
な
ど
を
持
つ
建
築
形
態
や
そ
の
彩
色
が
従
来

の
日
本
の
建
築
物
と
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
特
異
な
存
在
と
し
て
既
存
の

景
観
構
成
要
素
と
は
区
別
さ
れ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
た
め
古
代
景
観
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
寺
院
に
つ
い
て
の
検

討
は
都
城
や
条
里
、
交
通
路
な
ど
と
同
様
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
ろ
う
。
飛

　
　
　
　
　
④

鳥
期
・
白
鳳
期
は
、
寺
院
が
B
本
に
現
れ
、
全
国
的
に
分
布
が
広
が
る
時
期

で
あ
り
、
田
本
に
お
け
る
寺
院
の
初
現
期
・
普
及
期
と
し
て
検
討
す
る
に
足

る
時
期
と
言
え
る
。

　
飛
鳥
期
・
白
鳳
期
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

九
三
〇
年
代
に
始
ま
り
、
そ
の
後
も
発
掘
成
果
と
結
び
つ
き
な
が
ら
蓄
積
が

な
さ
れ
、
近
年
で
は
各
地
方
レ
ベ
ル
で
の
図
録
の
出
版
や
概
究
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
で
、
各
地
の
寺
院
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
⑥

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
｝
方
、
歴
史
的
背
景
や
氏
族
と
の
関
わ
り
の
中
で
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

院
を
検
討
す
る
試
み
も
行
わ
れ
て
お
り
、
八
賀
晋
に
よ
る
壬
申
の
乱
と
川
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

寺
式
軒
丸
瓦
を
出
土
す
る
古
代
寺
院
の
分
布
と
の
関
連
性
の
指
摘
や
、
鬼
頭

清
明
に
よ
る
法
隆
寺
庄
倉
と
法
隆
寺
式
軒
丸
瓦
出
土
寺
院
と
の
関
連
性
の
考

⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

察
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
寺
院
の
立
地
点
に
焦
点
を
当

て
た
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
森
郁
夫
や
竹
原
再
啓
が
摂
河
泉
地
域
に
お
い

て
陸
上
交
通
路
と
寺
院
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
有
富
由
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表1　飛鳥期・白鳳期における国別建立寺院数
計
合
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飛鳥・白鳳期における寺院の立地について（k杉）

紀
子
が
関
東
地
方
と
申
国
・
四
国
地
方
に
お
い
て
同
様
の
傾
向
を
見
出
し
て

　
⑪
い
る
。
ま
た
集
落
と
寺
院
の
関
係
に
つ
い
て
小
笠
原
好
彦
や
大
脇
潔
ら
が
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

掘
成
果
な
ど
を
も
と
に
検
討
を
加
え
て
い
る
。

　
し
か
し
既
往
の
研
究
に
お
い
て
は
不
足
し
て
い
る
点
が
少
な
く
と
も
二
つ

あ
る
。
一
つ
は
、
総
数
が
膨
大
な
数
と
な
る
た
め
、
全
国
を
対
象
に
し
た
研

究
が
少
な
く
、
全
国
的
な
寺
院
の
立
地
傾
向
及
び
地
域
的
特
微
や
共
通
点
に

つ
い
て
の
理
解
が
不
十
分
な
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
交
通
路
や
集
落
と
い
っ
た

単
一
の
景
観
構
成
要
素
と
の
関
係
だ
け
に
隈
指
し
た
検
討
が
多
く
、
複
数
の

要
素
を
相
互
に
考
慮
し
た
検
討
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

寺
院
の
立
地
点
は
、
空
間
的
な
側
面
に
限
っ
て
も
様
々
な
景
観
構
成
要
素
と

の
関
連
性
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
個
々
の
衆
観
構
成
要
素
の
み
を
取

り
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
と
の
関
連
が
明
瞭
に
理
解
で
き
る
～

方
で
、
全
体
的
な
傾
向
を
見
落
と
す
危
険
性
が
あ
る
。

　
以
上
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
景
観
を
構
成
す
る
重
要
な
一
要
素
と
し
て
古

代
寺
院
を
位
置
づ
け
、
全
国
の
寺
院
を
対
象
に
、
そ
の
立
地
に
つ
い
て
複
数

の
景
観
構
成
要
素
と
の
相
互
関
連
性
を
通
じ
て
の
検
討
を
試
み
る
。
そ
し
て

寺
院
の
立
地
の
～
般
的
な
傾
向
及
び
地
域
的
特
徴
や
共
通
性
を
理
解
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
検
討
を
加
え
て
い
く
。

①
『
日
本
書
紀
』
崇
酸
天
皇
元
年
条

②
飛
鳥
期
・
白
鳳
期
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
の
総
数
は
研
究
者
に
よ
っ
て
そ
の
数
字

　
が
異
な
り
、
ま
た
発
掘
に
よ
っ
て
随
時
数
字
が
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
正
確
な
実

　
態
は
不
明
確
で
あ
る
。
今
回
筆
者
は
当
該
期
寺
院
跡
と
さ
れ
て
い
る
全
て
の
遺
跡

　
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
複
数
の
資
料
の
閲
覧
を
試
み
、
寺
院
跡
と
登
録
さ
れ
て
い

　
な
が
ら
も
遺
跡
の
性
格
上
、
寺
院
で
な
い
可
能
性
が
強
い
と
み
な
し
う
る
も
の
に

　
つ
い
て
は
除
外
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
結
果
六
五
三
寺
が
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ

　
た
。

③
本
稿
で
の
「
景
観
」
は
人
悶
の
営
為
と
動
態
を
不
可
欠
な
要
素
に
も
ち
、
景
観

　
を
構
成
す
る
要
素
は
、
他
の
景
観
要
素
と
の
相
互
関
係
の
申
で
存
在
し
変
化
す
る

　
と
捉
え
ら
れ
る
、
と
す
る
景
観
概
念
を
念
頭
に
置
い
た
表
現
で
あ
る
。
（
金
田
章

　
裕
咽
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
景
観
史
隔
、
大
明
堂
、
一
九
九
七
、
一
－
六
頁
）
。

④
本
稿
に
お
い
て
「
飛
鳥
期
・
自
三
期
」
と
い
う
場
合
、
大
化
改
新
（
乙
巳
の

　
変
）
に
よ
る
区
分
を
使
用
し
て
お
り
、
白
鳳
期
を
二
分
す
る
際
は
七
二
二
年
の
壬

　
申
の
乱
に
よ
り
区
分
し
て
い
る
。
た
だ
古
代
寺
院
の
場
合
、
そ
の
建
立
年
代
は

　
往
々
に
し
て
瓦
の
年
代
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
場
合
、
例
え
ば
白
鳳

　
期
建
立
の
指
標
と
さ
れ
る
山
田
寺
式
瓦
を
出
土
す
る
山
田
寺
の
建
立
が
六
四
一
年

　
で
あ
る
よ
う
に
、
文
化
史
区
分
と
も
四
半
期
区
分
と
も
若
干
の
ず
れ
が
生
じ
る
。

　
年
代
区
分
は
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
て
分
類
し
て
い
る
。

⑤
こ
の
時
期
に
お
け
る
地
域
的
な
広
が
り
を
持
つ
代
表
的
な
研
究
に
は
a
保
井

　
芳
太
郎
『
大
和
上
代
寺
院
志
輪
、
大
和
史
學
會
、
一
九
一
一
三
　
b
石
田
茂
作
『
飛

　
烏
時
代
寺
院
趾
の
研
究
』
、
聖
徳
太
子
奉
賛
会
、
一
九
三
六
　
c
鎌
谷
木
三
次

　
噸
播
磨
上
代
寺
院
阯
の
研
究
』
、
成
武
堂
、
一
九
四
二
　
な
ど
が
あ
る
。

⑥
例
え
ば
a
北
蕪
古
瓦
研
究
会
編
魍
北
陸
の
古
代
孝
院
』
、
桂
書
房
、
一
九
八

　
七
　
b
九
州
歴
史
資
料
館
編
明
九
州
古
瓦
図
録
』
、
柏
書
房
、
一
九
八
一
　
c
小

　
笠
原
好
彦
・
田
中
勝
弘
・
西
田
弘
・
林
博
道
『
近
江
の
古
代
寺
院
魅
、
近
江
の
古

　
代
寺
院
刊
行
会
、
一
九
八
九
　
d
茨
城
県
立
歴
史
館
学
芸
部
編
『
茨
城
県
に
お
け

　
る
古
代
瓦
の
研
究
』
、
茨
城
県
立
歴
史
館
、
～
九
九
四
　
e
松
下
正
司
門
古
瓦
を

　
読
む
」
、
中
国
新
聞
（
夕
刊
）
連
載
、
　
九
九
王
、
f
広
島
県
立
歴
史
畏
俗
資
料
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館
『
ひ
ろ
し
ま
の
古
代
寺
院
　
寺
町
廃
寺
と
水
切
り
瓦
晦
、
一
九
九
八
　
な
ど
が

　
各
地
の
古
代
寺
院
を
集
め
た
図
録
、
調
査
報
告
書
で
あ
り
、
　
9
噸
古
代
仏
教
束

　
へ
…
寺
と
釜
…
』
一
、
寺
院
編
、
東
海
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
、
一
九
九
二

　
h
『
関
東
の
初
期
寺
院
臨
（
資
料
編
）
、
関
東
古
瓦
研
究
会
、
一
九
九
七
　
・
一
『
古

　
代
寺
院
の
出
現
と
そ
の
背
崇
』
、
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
、
一
九
九
七
　
な
ど
が
古

　
代
寺
院
の
研
究
大
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
資
料
と
し
て
知
ら
れ
る
。

⑦
各
府
県
史
、
市
町
村
史
類
に
は
こ
の
観
点
か
ら
の
記
述
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

⑧
八
賀
晋
門
地
方
寺
院
の
成
立
と
歴
史
的
背
景
」
、
『
考
古
学
研
究
』
二
〇
一
～
、

　
一
九
七
三

⑨
鬼
頭
清
明
「
法
隆
奪
の
庄
倉
と
軒
瓦
の
分
布
」
、
『
古
代
研
究
』
＝
、
一
九
七

　
七
⑩
他
に
a
坪
之
内
徹
「
藤
原
宮
式
軒
瓦
と
そ
の
分
布
」
、
横
田
健
一
編
『
日
本

　
書
紀
研
究
撫
第
一
一
冊
、
塙
誉
房
、
　
一
九
七
九
　
b
菱
田
哲
朗
「
瓦
当
文
様
の
創

　
出
と
七
世
紀
の
仏
教
政
策
扁
、
荒
木
敏
夫
編
『
ヤ
マ
ト
王
権
と
交
流
の
諸
絹
輪
、
名

　
著
出
版
、
一
九
九
四
　
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑪
a
森
郁
夫
「
寺
院
造
営
と
交
通
路
－
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
場
合
」
、
一
目
本
門

　
代
寺
院
造
営
の
研
究
臨
第
二
章
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
八
　
b
竹
原
伸
仁

　
門
北
河
内
地
域
に
お
け
る
古
代
寺
院
の
諸
様
相
」
、
堅
田
直
先
生
古
希
記
念
論
文

　
集
刊
行
会
編
『
堅
田
直
先
生
古
希
記
念
論
文
集
輪
、
真
陽
社
、
一
九
九
七
　
c
有

　
密
由
紀
子
「
日
本
古
代
の
初
期
地
方
寺
院
の
研
究
l
l
白
鳳
時
代
を
中
心
と
し
て

　
…
」
魍
史
論
臨
第
四
二
集
、
東
京
女
子
大
學
二
会
史
學
研
究
室
、
　
九
八
九

⑫
a
小
笠
原
好
彦
「
古
代
寺
院
に
先
行
す
る
掘
立
柱
建
物
集
落
」
、
『
考
古
学
研

　
究
』
二
八
1
三
、
一
九
八
｝
　
b
大
脇
潔
「
古
代
春
院
と
寺
辺
の
景
観
を
復
原
す

　
る
」
、
摂
河
泉
文
庫
糊
摂
河
泉
の
古
代
寺
院
と
そ
の
周
辺
』
、
～
九
九
七

皿

分
析
方
法
及
び
デ
ー
タ
の
検
出
に
つ
い
て

　
6
　
分
析
方
法

古
代
寺
院
を
対
象
と
し
た
既
存
の
研
究
の
多
く
は
、
特
定
の
寺
院
を
取
り

上
げ
、
例
え
ば
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
瓦
の
同
苑
・
同
型
関
係
な
ど
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
で
地
域
の
特
徴
の
抽
出
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
が

あ
る
程
度
の
有
効
性
を
有
し
、
成
果
を
残
し
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
し
か
し
地
域
図
体
の
傾
向
や
特
徴
を
理
解
す
る
に
は
地
域
内
の
全
て
の

寺
院
を
～
律
に
扱
っ
て
検
討
す
る
こ
と
も
ま
た
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に
立
っ
て
検
討
を
行
う
と
き
、
～
つ
の
有
効
な
分
析

方
法
と
な
る
の
が
統
計
的
手
法
を
用
い
た
分
析
で
あ
る
。
統
計
分
析
に
は
分

析
の
目
的
や
得
ら
れ
る
変
数
の
性
格
に
応
じ
て
様
々
な
手
法
が
存
在
す
る
が
、

今
回
は
暴
観
構
成
要
素
と
の
関
連
性
か
ら
古
代
寺
院
の
立
地
傾
向
を
抽
出
す

る
こ
と
を
召
的
と
し
、
ま
た
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
が
質

的
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
林
知
己
夫
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
数
量
化
m

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

類
及
び
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
組
み
合
わ
せ
て
分
析
を
行
っ
て
い
く
。

　
数
量
化
皿
類
に
つ
い
て
、
若
干
の
説
明
を
行
っ
て
お
く
。
数
量
化
獺
類
は
、

サ
ン
プ
ル
（
本
稿
で
は
各
寺
院
が
該
当
す
る
）
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
各
景
観
構

成
要
素
と
の
関
連
を
示
す
指
標
が
該
当
す
る
）
か
ら
成
る
行
列
を
、
何
ら
か

の
類
似
性
を
示
す
配
列
パ
タ
ー
ン
に
並
び
替
え
る
も
の
で
、
各
サ
ン
プ
ル
及
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び
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
そ
の
配
列
に
応
じ
た
新
た
な
数
値
（
サ
ン
プ
ル
ス
コ

ア
・
カ
テ
ゴ
リ
…
ス
コ
ア
）
が
与
え
ら
れ
る
。
各
ス
コ
ア
は
互
い
の
相
関
が

最
大
に
な
る
よ
う
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
注
目
す
る

場
合
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
ス
コ
ア
が
近
似
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
（
何
ら
か
の
類
似

性
の
中
で
）
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
類
似
性
が
示
さ
れ
た
か
を
解
釈
し
て
い
く
こ
と
が
数
量
化

皿
類
に
よ
る
分
析
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
の
作
業
を
「
軸
の

解
釈
」
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
ス
コ
ア
を
～
つ
の
数

直
線
上
に
落
と
し
、
（
数
直
線
）
軸
に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
ス
コ
ア
の
配
置

の
仕
方
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
相
関
係
数
の
大
小
に
よ
っ
て
い
く
つ

か
の
有
意
な
軸
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
互
い
に
独
立
し

て
お
り
、
与
え
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
及
び
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
存
在
す
る
傾
向
を
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

数
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ロ
　
デ
ー
タ
の
加
工

　
ま
ず
全
国
の
古
代
寺
院
・
寺
院
跡
に
つ
い
て
、
発
掘
調
査
報
告
書
や
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

集
、
図
録
な
ど
を
用
い
て
検
討
し
、
六
五
三
寺
を
分
析
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に
寺
院
の
立
地
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
景
観
構
成
要
素
を
検
討
し
、

　
　
　
　
　
⑤

《
地
形
条
件
》
《
集
落
》
《
古
墳
》
《
陸
上
交
通
路
》
《
河
川
》
《
（
最
も
近
い
）

寺
院
》
を
ア
イ
テ
ム
と
し
て
選
択
し
、
サ
ン
プ
ル
ご
と
に
デ
ー
タ
を
収
集
し

⑥た
。
《
地
形
条
件
》
は
立
地
点
を
〈
平
地
〉
〈
山
麓
〉
〈
台
地
〉
〈
山
腹
〉
の
四

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
区
分
し
た
。
そ
の
他
の
ア
イ
テ
ム
は
当
該
寺
院
と
の
距
離
を

指
標
と
し
、
古
代
の
基
準
単
位
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
条
里
プ
ラ
ン
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
一
坪
の
一
辺
の
長
さ
（
茸
一
〇
九
m
）
を
参
考
と
し
、
各
景
観
構
成
要
素

に
お
け
る
人
間
の
営
為
と
の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
、
基
準
を
設
け
て
三
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

分
（
《
寺
院
間
距
離
》
は
四
区
分
）
に
デ
ー
タ
加
工
し
た
（
表
2
）
。
な
お

《
集
落
距
離
》
や
《
古
墳
距
離
》
は
、
遺
跡
地
図
や
発
掘
調
査
報
告
書
を
も

と
に
当
該
寺
院
か
ら
最
も
近
く
に
あ
る
遺
跡
・
古
墳
を
選
出
し
た
。
《
陸
上

交
通
路
距
離
》
は
、
畿
内
で
は
当
時
の
主
要
な
交
逓
路
、
七
道
諸
国
で
は
官

道
（
駅
路
）
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
復
原
推
定
位
置
か
ら
寺
院
と
の
距
離

　
　
　
　
⑨

を
算
出
し
た
。
《
河
川
距
離
》
に
つ
い
・
て
旧
河
道
が
明
ら
か
な
も
の
は
可
能

な
限
り
そ
ち
ら
に
依
っ
た
が
、
不
明
な
も
の
は
現
河
道
か
ら
の
距
離
と
し
た
。

　
ま
た
寺
院
の
《
建
立
時
期
》
を
指
標
と
す
る
こ
と
で
時
期
的
な
変
化
の
検

討
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
主
に
出
土
瓦
や
遺
物
な
ど
の
年
代
観
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

〈
飛
鳥
期
〉
〈
白
鳳
前
期
〉
〈
白
鳳
後
期
〉
に
三
区
分
し
た
。
た
だ
し
白
鳳
期

の
中
で
前
後
に
区
分
す
る
こ
と
が
難
し
い
寺
院
も
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
く
白
鳳
期
〉
と
い
う
区
分
を
設
け
て
分
類
し
た
。

　
寺
院
の
相
対
的
位
置
や
地
域
的
な
密
度
を
理
解
す
る
た
め
に
《
大
和
か
ら

　
　
　
　
　
　
⑪

の
距
離
》
《
畿
内
を
中
心
と
し
た
東
西
性
》
《
郡
内
密
度
》
《
国
》
の
デ
ー
タ
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も
収
集
し
た
。
《
大
和
か
ら
の
距
離
》

ゆ：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
は
時
間
距
離
を
そ
の
指
標
と

位単
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
、
飛
鳥
期
：
臼
浮
竿
の
史
料
に

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
そ
れ
を
示
す
も
の
が
残
っ
て
お
ら
ず
、

鮮
　
　
　
　
　
平
安
期
の
莚
喜
式
零
二
＋
四
王
計

分区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
に
記
載
さ
れ
た
平
安
京
と
の
距
離

の

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
り
）
を
も
と
に
、
大
和
か
ら
の
距

刃
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離
に
再
計
算
し
て
作
成
し
た
。
ま
た

脚
　
　
　
　
　
　
《
郡
内
密
度
》
に
つ
い
て
も
当
時
の
郡

離距
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
評
）
が
完
全
に
理
解
で
き
る
史
料
に

麹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
恵
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
咽
和
名
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聚
抄
翫
に
記
載
さ
れ
た
郡
に
従
い
、
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
の
郷
数
と
寺
院
数
と
の
割
合
を
算
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
区
分
を
行
っ
た
。
《
国
》
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
今
回
の
対
象
年
代
の
来
期
で
あ
る

七
一
〇
年
当
時
の
状
況
を
基
準
と
し
た
。

カテゴリー

隣i接 近距離 中手離 長距離 遠距離

ア
イ
テ
ム

集落

ﾃ墳
､上交
嶸H
ﾍ川

實@

～110

|220

|110

|110

@一

　i11～650

Q21－L300

@111－650

@111～650

@　～650

　　二

@　一

@　一
U51－L300

　　＝

@　一

@　皿
P，301～3，900

　651～

P，301－

@65ユー

@651－
R，901～

　
㈱
　
分
析
手
順

　
次
章
か
ら
第
V
章
に
お
け
る
統
計
分
析
の
手
順
は
以
下
の
過
程
を
た
ど
る
。

①
上
記
の
作
業
で
得
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
て
数
董
化
盃

類
に
よ
る
分
析
を
行
い
、
得
ら
れ
た
軸
を
解
釈
す
る
。
②
数
量
化
賑
類
で
得

ら
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
ス
コ
ア
を
変
数
と
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
い
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
行
う
。
③
両
分
析
で
得
ら
れ
た
結
果

を
も
と
に
寺
院
の
立
地
点
の
傾
向
を
検
討
す
る
。

　
①
及
び
②
に
つ
い
て
は
各
分
析
で
同
様
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
て
い
る
た

め
分
析
過
程
は
類
似
し
た
も
の
と
な
る
。
そ
こ
で
第
皿
章
の
全
国
の
寺
院
に

つ
い
て
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
の
検
討
で
は
過
程
を
詳
し
く
た
ど
る
が
、
同

章
の
立
地
条
件
に
つ
い
て
の
検
討
、
及
び
第
W
・
V
章
に
つ
い
て
は
本
稿
に

お
い
て
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
③
に
つ
い
て
の
記
述
の
み
と
す
る
。

①
a
林
知
己
夫
『
数
量
化
i
理
論
と
方
法
一
㎞
、
朝
倉
書
店
、
～
九
九
三
、

　
七
七
1
＝
モ
頁
　
b
吉
谷
野
百
；
多
変
量
解
析
ガ
イ
ド
㎞
、
川
島
書
店
、
】
九

　
八
八
、
一
五
五
－
一
六
三
頁
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

　
　
ま
た
分
析
手
続
き
に
つ
い
て
は
。
三
宅
一
郎
・
中
野
嘉
弘
・
水
野
欽
司
・
山
本

　
　
郎
『
S
P
S
S
統
計
パ
ッ
ケ
…
ジ
H
解
析
編
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
～
九

　
七
七
、
一
九
四
一
二
〇
九
頁
を
参
考
と
し
た
。

②
今
圃
は
す
べ
て
芝
霞
阜
法
を
用
い
て
分
析
を
行
っ
た
。

③
前
掲
第
H
章
①
a
・
b

④
資
料
集
や
図
録
に
つ
い
て
は
前
掲
第
－
章
⑤
及
び
⑥
詑
載
の
も
の
を
主
な
検
討

　
対
象
と
し
た
。
ま
た
発
掘
調
査
報
告
書
及
び
遺
跡
地
図
に
つ
い
て
は
、
そ
の
数
が

　
膨
大
な
も
の
と
な
る
た
め
、
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。

⑤
以
後
ア
イ
テ
ム
を
示
す
も
の
は
《
　
》
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
示
す
も
の
は
く
〉

　
を
用
い
て
表
す
。
（
参
考
　
堀
健
彦
「
証
文
類
に
見
る
空
間
表
現
の
基
礎
的
研
究

　
－
平
安
・
鎌
倉
期
大
和
国
を
事
例
と
し
て
i
」
、
噸
人
文
地
理
』
四
九
一
二
、
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一
九
九
七
、
五
頁
）

⑥
今
回
は
、
分
析
の
精
度
を
高
め
る
た
め
に
、
ほ
ぼ
全
て
の
サ
ン
プ
ル
寺
院
か
ら

　
デ
ー
タ
が
入
手
可
能
な
．
要
素
の
み
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
点
で
、
官
衙

　
と
の
関
連
性
や
建
立
氏
族
に
つ
い
て
の
デ
…
タ
を
使
用
す
る
こ
と
を
断
念
し
た
。

　
ま
た
出
土
瓦
に
つ
い
て
は
一
寺
か
ら
出
土
す
る
文
様
が
多
様
で
あ
り
、
分
析
に
適

　
切
な
区
分
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
寺
院
の
建
立
年
代
を
測
定
す

　
る
際
の
補
助
と
し
て
の
み
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
い
わ
ゆ
る
「
飛
鳥
寺

　
式
」
や
「
山
田
寺
式
」
「
川
原
寺
式
」
と
い
っ
た
大
区
分
に
よ
っ
て
寺
院
を
分
類

　
し
、
数
量
化
盟
類
な
ど
で
分
析
を
行
っ
て
も
あ
ま
り
有
意
な
結
果
を
得
る
こ
と
は

　
で
き
な
か
っ
た
。
前
掲
第
－
章
⑧
一
⑩
に
挙
げ
た
八
賀
や
鬼
頭
も
該
当
す
る
文
様

　
を
有
す
る
全
て
の
寺
院
を
取
り
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
た

　
い
。
た
だ
、
あ
る
地
域
に
限
っ
て
の
瓦
当
文
様
の
際
に
よ
る
分
類
は
、
多
く
の
研

　
究
蓄
積
が
あ
る
よ
う
に
非
常
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

⑦
た
だ
し
操
作
の
都
合
上
＝
O
m
を
基
準
単
位
と
し
て
計
算
し
て
あ
る
。

⑧
《
集
落
距
離
》
《
古
墳
距
離
》
《
睦
魂
交
通
路
距
離
》
《
河
則
距
離
》
に
つ
い
て

　
は
、
人
問
の
日
常
生
活
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
区
分
を
決
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、

　
《
集
落
距
離
》
《
陸
上
交
通
路
距
離
》
《
河
川
距
離
》
は
日
常
生
活
に
お
い
て
関
連

　
性
が
高
く
、
ま
た
《
古
墳
距
離
》
に
つ
い
て
は
上
記
三
要
素
に
比
べ
る
と
関
連
性

　
が
低
い
と
判
断
し
、
表
二
の
よ
う
な
区
分
を
設
定
し
た
。
《
寺
院
間
距
離
》
に
つ

　
い
て
は
実
際
の
分
布
状
況
か
ら
、
そ
の
区
分
基
準
値
及
び
基
準
値
間
の
間
隔
を
他

　
の
量
観
構
成
要
素
よ
り
も
大
き
く
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
判
断
し
、
四
区
分

　
に
分
類
し
た
。

⑨
a
藤
岡
謙
二
郎
編
隅
古
代
日
本
の
交
通
路
』
1
－
W
、
大
明
堂
、
一
九
七
八
～

　
七
九
　
b
木
下
良
習
『
古
代
道
路
』
、
吉
川
弘
文
館
、
　
九
九
六
　
c
中
村
太
一

　
『
B
本
古
代
国
家
と
計
画
道
路
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
な
ど
を
参
考
と
し

　
た
。

⑩
　
前
掲
第
－
章
④
参
照

⑪
　
以
下
、
本
稿
の
分
析
中
の
地
域
区
分
で
は
、
近
江
を
畿
内
と
し
て
扱
っ
た
。
従

　
っ
て
「
畿
内
」
と
い
う
表
記
に
は
近
江
も
含
ま
れ
、
逆
に
門
東
山
道
扁
と
い
う
表

　
記
に
近
江
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
σ
畿
内
の
範
囲
と
近
江
国
の

　
関
係
に
つ
い
て
は
金
田
章
裕
の
議
論
を
参
照
し
た
。
（
金
田
章
裕
「
畿
内
と
古
代

　
の
国
土
軸
を
め
ぐ
る
予
察
的
考
察
」
、
成
田
孝
慧
　
『
地
域
シ
ス
テ
ム
の
動
態
に
関

　
す
る
比
較
・
統
合
研
究
』
（
平
成
八
年
度
～
…
○
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
金
研

　
究
成
果
報
告
書
）
一
九
九
九
年
、
二
三
－
二
四
頁
）

⑫
　
　
『
和
名
類
聚
抄
㎞
が
書
か
れ
る
以
前
に
分
割
や
統
合
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
現
在

　
分
か
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
訂
正
し
た
。

皿
　
全
国
の
分
析

　
始
め
に
全
国
の
寺
院
を
サ
ン
プ
ル
と
し
た
分
析
を
行
う
。
ま
ず
寺
院
の
分

布
状
況
を
検
討
し
、
次
に
立
地
点
の
傾
向
を
理
解
す
る
。
数
最
化
皿
類
を
用

い
た
分
析
の
場
合
、
両
者
を
同
時
に
分
析
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
得

ら
れ
る
結
果
が
複
雑
に
な
り
、
適
切
な
判
断
が
難
し
く
な
る
。
本
稿
で
は
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
明
瞭
な
理
解
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
個
別

に
統
計
分
析
を
行
い
、
検
討
し
て
い
く
。

H
　
分
布
状
況

　
全
国
的
な
分
布
状
況
の
傾
向
を
知
る
有
効
な
指
標
と
し
て
、
立
地
し
た
時

期
、
大
和
か
ら
見
た
東
西
方
向
と
そ
の
距
離
、
立
地
す
る
地
域
の
寺
院
密
度

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
《
建
立
時
期
》
《
畿
内
を
中
心
と
し
た
東
西
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表3　全国の寺院分布状況における数量化田類の結果

カテゴリースコア
　　　　　…アイテム　iカテゴリー

@　　　　…

反応数
第1軸 第2軸 第3軸 第4軸 第5軸

　　　　　i飛鳥期

H期 d壁
46
P38

R57

一L85
|0．30
@0．23

　1．79

|0．75
@0．14

一〇．43

@0．22

|0．02

一2．48

|0．78

@0．33

　0．30

@0．7玉

黶Z．20

畿内を中心i　中央とした東西i　東　関係　　1　西　　　　　　：

275

P84

P94

一1．49

@L20
@LOO

一〇．14

@0．67
|0．46

一〇，05

@0．75
|0．64

　0．36

@L21
|1．56

一〇．04

@0。84

|0．77

　　　　　　i　　O日

t・
峨吹@　　　　　：　8B～

71

P28

P70

P14

P70

一2，26

|1．18
|0．27

@1．25

@1．29

　2．77

|2．54

@0．21

|0．13
@0．61

一〇．08

@0．65

|0．46

|2．57

@1．72

一1．62

|0．29

@2．26

|0．88
|0．67

　0．78

@0．61
|1．72

@1，56
|0．15

・響路i盤
239

Q06

Q08

一〇ほ1

|0．28
@0．繧3

一〇．75

@0．20
@0，64

　0．80

@0．38
|L30

一〇，72

|033
@1．23

一1．76

@L62
@0．37

　　　　　i　－0．25
|度il：1雛　　　　　：　0．75－1　　　　　i　1一

154

Q02

P64

V0

U3

　1．26

@0．74

|0．70
|1．28
`2，13

　0。50

|0．03

|1．94

@1．43

@2．28

　1．85

|1．48
|0．15

@0．78
|0．28

　0．07

|0．67

@0．79

@0．66

|0．51

　0．31

|0．82

@0，90
@L12
|L81

固有値

滑ﾖ係数
0．51

O．71

0．30

O．55

0．27

O．52

0．25

O．50

0．23

O．48

（サンプル総数653）

関
係
》
《
大
和
か
ら
の
距
離
》
《
陸
上
交
通
路
距
離
》
《
郡
内
密
度
》
を
ア
イ

テ
ム
と
し
て
選
出
し
、
数
最
化
斑
類
に
よ
る
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
第
五

軸
ま
で
で
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
た
（
表
3
）
。

　
ま
ず
抽
出
さ
れ
た
各
軸
の
解
釈
を
行
う
。
第
一
軸
で
負
を
強
く
示
す
カ
テ

ゴ
リ
ー
は
〈
郡
内
密
度
一
以
上
〉
〈
大
和
の
距
離
○
日
〉
〈
飛
鳥
期
V
〈
中
央
〉

と
い
っ
た
寺
院
の
発
祥
地
で
あ
る
大
和
の
様
相
を
表
す
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
り
、

正
に
は
こ
れ
ら
と
対
極
の
〈
郡
内
密
度
○
・
二
五
以
下
〉
〈
大
和
か
ら
の
距

離
四
～
七
日
目
及
び
〈
八
日
以
上
〉
な
ど
が
付
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
負

か
ら
正
に
か
け
て
《
大
和
か
ら
の
距
離
》
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
順
番
に
並
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
第
一
軸
は
負
の
方
向
が
大
和
を
示
し
、
正
に
向
か
う
に

従
っ
て
大
和
か
ら
離
れ
た
地
域
を
示
す
と
解
釈
で
き
、
寺
院
分
布
に
つ
い
て

の
一
般
的
な
状
況
を
表
し
て
い
る
。

　
次
に
第
二
軸
以
下
の
各
軸
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
基
本
的
な
傾
向
が
示

さ
れ
た
第
一
軸
の
内
容
を
よ
り
詳
細
に
区
分
し
て
い
く
性
質
を
持
つ
こ
と
が

読
み
と
れ
る
。
第
二
・
四
一
は
畿
内
を
細
分
す
る
軸
で
あ
る
。
第
二
軸
で
は
、

後
述
す
る
畿
内
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
（
第
V
章
）
と
合
わ
せ
て
考
察
す
る

が
、
〈
陸
上
交
通
路
隣
接
〉
〈
郡
内
密
度
○
・
五
～
○
・
七
五
〉
〈
大
和
か
ら

の
距
離
一
日
〉
〈
白
鳳
前
期
〉
と
い
っ
た
白
鳳
前
期
の
河
内
に
見
ら
れ
る
傾

向
が
負
に
強
く
現
れ
て
お
り
、
逆
に
正
で
は
第
一
軸
で
現
れ
た
大
和
の
傾
向

と
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
…
が
付
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
四
軸
は
《
陸
上
交
通
路
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飛鳥・白鳳期における寺院の立地について（上杉）

距
離
》
《
大
和
か
ら
の
距
離
》
《
建
立
時
期
》
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
み
が
正
の
値
を
、
ま
た
く
東
V
が
正
に
強
い
値
を
示
す
。
こ
れ
ら

は
第
V
章
で
近
江
に
見
ら
れ
る
傾
向
と
同
一
で
あ
る
。
一
方
、
負
に
強
く
現

れ
る
も
の
は
基
本
的
に
大
和
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
が
、
〈
西
V
は
大
和

の
特
徴
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
近
江
の
特
徴
で
あ
る

く
東
〉
が
正
に
強
く
現
れ
た
反
動
と
し
て
負
に
付
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
第
二
軸
が
主
に
大
和
と
河
内
を
、
第
四
病
が
主
に
大
和

と
近
江
を
分
離
す
る
軸
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
第
三
軸
及
び
第
五
軸
は
畿
外
を
細
分
す
る
軸
と
解
釈

で
き
る
。
第
三
軸
で
は
負
に
〈
大
和
か
ら
の
距
離
四
～
七
日
〉
〈
郡
内
密
度

○
・
二
五
～
○
・
五
〉
、
正
に
〈
大
和
か
ら
の
距
離
八
日
以
上
〉
〈
郡
内
密
度

○
・
二
五
以
下
〉
が
強
く
現
れ
て
お
り
、
大
和
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
を
二

分
し
て
い
る
軸
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
、
第
五
軸
は
反
対
に
畿
内
の
周
辺

部
に
当
た
る
大
和
か
ら
二
～
三
日
の
地
域
と
四
～
七
日
の
地
域
を
分
離
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
三
軸
は
以
上
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
が
、
次
に
数
量
化
皿
類
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
ス
コ
ア
を
変
数
と
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
い
、
そ

の
結
果
か
ら
寺
院
の
分
布
状
況
の
傾
向
を
検
討
し
て
い
く
。

　
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
っ
て
表
4
の
A
～
E
の
よ
う
な
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
結

果
が
得
ら
れ
た
。
全
体
的
に
《
大
和
か
ら
の
距
離
》
と
《
郡
内
密
度
》
が
非

常
に
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
、
大
和
か
ら
離
れ
る
に
従

っ
て
寺
院
数
が
減
少
し
て
い
く
と
い
う
一
般
的
な
傾
向
が
客
観
的
に
証
明
さ

れ
た
と
言
え
る
。
た
だ
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
諸
国
で
は
畿
内
か
ら
離
れ
た
国
に

も
か
な
り
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
心
円
状
に
寺
院
数
が
減

少
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
D
と
E
で
は
畿
外
に
お
い
て
も
大
和
に
近
い
地
域
ほ
ど
寺
院
の
密
度
が
高

い
こ
と
が
理
解
で
き
る
が
、
〈
西
〉
と
く
東
〉
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
区
分
と

表4　分窟状況におけるグルーピング結果

示される地域

大和

畿内（大和も含む）

畿内（大和以外）

　　上巳・1
（畿内に接する地域）

畿外・2

畿外・3

→

→

→

→

→

→

含まれるカテゴリー

A
飛鳥

蝌aからの距離0日
S内密度1以よ：

Bl

@B2

中央

猪P前期

蝌aからの距離1日

､上交通路隣接・近距離

S内密度G，5－0．75

C
白鳳後期

蝌aからの距離2－3日
､上交通路遠距離

D
西大和からの距離4～7日

S内密度0．25～0．5

E
東大湘からの距離8日以上

S内密度0．25以下
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表5　大和から8日以上の地域に

　　　おける郡内密度

大和からの距離8日以上

郡内密度 西（81寺） 東（89寺）

0．25以下

O．25～0．5

O．5～0．75

O．75以上

30．86

T1．85

P2．35

S．94

60．67

Q4．72

S．49

P0．11

（％）

な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
若
干
の
疑
問

が
残
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
べ

く
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
結
果
に
即
し
て

実
際
の
状
況
を
検
討
し
て
み
る
と
、

〈
大
和
か
ら
の
距
離
八
日
以
上
〉
に

含
ま
れ
る
地
域
で
明
瞭
な
差
異
が
認

め
ら
れ
る
。
表
5
は
大
和
か
ら
八
日

以
上
の
距
離
に
あ
る
国
の
寺
院
を
郡

内
密
度
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
を
見
る
と
東
西
の
寺
院
数
に
は
さ
ほ
ど
違
い
が
見
ら
れ
な
い
が
、
東

溺
本
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
の
六
〇
・
六
七
％
が
く
郡
内
密
度
○
・
二
五
以

下
〉
を
示
し
、
東
日
本
の
寺
院
分
布
は
非
常
に
疎
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
～
方
、
西
日
本
で
は
く
○
・
二
五
～
○
・
五
〉
に
含
ま
れ
る
寺
院

が
五
～
・
八
五
％
と
最
も
多
く
、
東
日
本
に
比
べ
寺
院
の
分
布
密
度
が
高
か

っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
、
こ
の
よ
う
な
差
異
が
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
結
果
に
も
現

れ
た
の
で
あ
る
。

　
《
建
立
時
期
》
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
表
4
の
A
か
ら
C
へ
時
期
ご
と
に
配
置

さ
れ
、
一
般
的
な
流
れ
と
し
て
大
和
か
ら
地
方
へ
寺
院
建
立
の
営
力
が
伝
播

し
て
い
っ
た
こ
と
が
現
れ
て
い
る
。
た
だ
し
く
白
鳳
後
期
〉
が
畿
外
の
う
ち

畿
内
に
接
す
る
地
域
に
属
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
表
1
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
伝
播
と
い
う
面
で
見
る
と
く
白
鳳
後
期
〉
は
大
和
か
ら
離
れ
た

地
域
と
結
び
つ
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
数
量
化
皿
類
の
場
合
、
類
似
す
る
サ

ン
プ
ル
及
び
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
近
く
に
配
置
す
る
た
め
に
サ
ン
プ
ル
数
が
結
果

に
影
響
を
及
ぼ
す
。
畿
内
か
ら
離
れ
た
地
域
の
場
合
、
全
国
的
に
建
立
数
を

比
較
す
る
と
や
は
り
少
数
で
あ
り
、
飛
鳥
期
・
白
鳳
期
を
通
じ
て
畿
内
及
び

そ
の
周
辺
地
域
が
寺
院
建
立
の
数
的
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
結
果
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
口
立
地
条
件

　
今
回
の
分
析
で
、
立
地
条
件
の
検
討
に
際
し
て
有
効
と
思
わ
れ
る
指
標
は

《
地
形
条
件
》
《
集
落
距
離
》
《
古
墳
距
離
》
《
陸
上
交
通
路
距
離
》
《
河
川
距

離
》
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
標
を
用
い
た
数
量
化
m
類
の
結
果
、
第
五
軸
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
で
有
意
と
な
る
と
判
断
さ
れ
、
各
軸
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ス
コ
ア
を
用
い
た
ク

ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
い
、
分
析
結
果
か
ら
表
6
の
よ
う
に
a
～
f
ま
で
の
六

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
群
が
確
認
さ
れ
た
。

　
《
集
落
距
離
》
《
陸
上
交
通
路
距
離
》
は
距
離
関
係
の
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
同
一
グ
ル
ー
プ
（
a
～
c
）
に
属
し
、
ま
た
《
古
墳
距
離
》
も
く
遠
距

離
〉
を
除
い
て
同
様
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
全
国
の
一
般
的

傾
向
と
し
て
、
寺
院
の
立
地
点
は
こ
れ
ら
の
文
化
景
観
構
成
要
素
と
相
互
に

関
連
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
《
地
形
条
件
》
に
注
目
す
る
と
、
表
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6
に
示
す
よ
う
に
〈
山
麓
〉
は
a
に
属
し
て
い
る
が
、
当
該
年
代
の
集
落
位

置
や
古
墳
位
置
は
山
麓
に
多
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
山
麓
に
営
ま
れ
た
寺
院

は
こ
れ
ら
と
の
距
離
が
非
常
に
近
く
な
る
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。
ま
た
〈
平

地
〉
は
b
に
属
し
、
平
地
に
あ
る
寺
院
は
全
て
の
対
象
か
ら
近
い
距
離
に
立

地
す
る
傾
向
を
示
す
が
、
逆
に
言
え
ば
固
有
の
対
象
に
非
常
に
近
く
な
る
こ

と
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
特
定
の
対
象
と
の
強
い
結
び
つ
き
で
は

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
と
結
合
関
係
が
保
た
れ
る
場
所
へ
の
立
地
が
見
ら
れ

た
と
理
解
で
き
る
。

　
《
河
川
距
離
》
は
文
化
景
観
構
成
要
素
を
示
す
ア
イ
テ
ム
と
は
多
少
異
な

る
関
係
を
示
す
。
特
に
。
で
く
河
川
隣
接
〉
が
く
集
落
遠
距
離
V
及
び
〈
陸

上
交
通
路
遠
題
離
〉
と
結
び
つ
く
の
は
興
味
深
い
。
河
川
に
隣
接
し
た
地
点

に
建
立
さ
れ
る
場
合
、
集
落
や
陸
上
交
通
路
と
の
距
離
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ

表6　立地条件における

　　　グルーピング結果

グループ名 含まれるカテゴリー

集落隣接

古墳隣接
a

陸上交通路隣接

山麓

集落近距離

古墳近距離

b 陸上交通路書卓離

河川近距離

平地

集落遠距離

C 陸上交通路遠距離

河員隣接

d 古墳遠距離

河川遠距離
e

台地

f 山腹

ず
、
河
川
利
用
そ
の
も
の
に
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
河
川

は
水
資
源
の
供
給
及
び
水
上
交
通
路
の
機
能
を
有
す
る
が
、
寺
院
が
氾
濫
や

洪
水
の
危
険
を
は
ら
む
河
川
に
あ
え
て
隣
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
水

資
源
を
欲
す
る
理
由
は
な
く
、
や
は
り
河
川
交
通
に
重
点
が
置
か
れ
た
立
地

と
考
え
ら
れ
る
。
古
代
に
お
い
て
河
川
は
陸
上
交
通
路
と
並
ん
で
主
要
な
交

通
・
流
通
・
情
報
体
系
の
｝
役
を
担
っ
て
お
り
、
河
川
に
隣
接
す
る
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
交
通
の
利
便
性
の
獲
得
と
交
通
要
衝
の
確
保
、
及
び
水
上
交
通
の

統
治
が
挙
げ
ら
れ
る
。
入
・
物
・
情
報
が
行
き
交
う
河
川
流
域
を
治
め
る
こ

と
は
氏
族
に
と
っ
て
地
域
統
治
の
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
り
、
そ
こ
を
当
該

氏
族
が
占
拠
し
て
い
た
こ
と
、
な
い
し
そ
の
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
寺

院
建
立
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
①
得
ら
れ
た
各
軸
の
解
釈
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
軸
［
〈
山
腹
〉
カ
テ
ゴ

　
　
り
一
の
区
分
と
文
化
景
観
構
成
要
素
と
の
関
連
性
］
、
第
二
軸
及
び
第
四
軸
［
自

　
　
然
的
景
観
構
成
要
素
と
の
関
連
性
扁
、
第
三
軸
［
生
活
空
聞
と
の
関
連
性
］
第
五

　
　
軸
［
行
動
空
間
と
の
関
連
性
］
。
な
お
、
軸
の
解
釈
に
お
い
て
、
《
集
落
距
離
》
及

　
　
び
《
古
墳
距
離
》
の
相
互
で
関
連
性
が
見
ら
れ
る
場
合
、
「
生
活
空
間
」
と
い
う

　
　
表
現
を
使
用
し
、
《
集
落
距
離
》
及
び
《
陸
上
交
通
路
距
離
》
も
し
く
は
《
河
川

　
　
距
離
》
の
問
で
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
「
行
動
空
間
」
と
い
う
表
現
を

　
　
用
い
て
い
る
。

y
　
地
域
的
差
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
の
章
で
は
自
鳳
末
期
ま
で
に
建
立
さ
れ
た
全
て
の
寺
院
を
対
象
に
し
て
、
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畿
内
及
び
七
道
ご
と
に
寺
院
の
立
地
点
に
つ
い
て
の
特
徴
を
抽
出
し
、
地
域

的
共
通
性
や
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
を
行
う
。

　
ま
ず
、
各
地
域
ご
と
に
《
集
落
距
離
》
《
古
墳
距
離
》
《
陸
上
交
通
路
距

離
》
《
河
川
距
離
》
《
寺
院
間
距
離
》
《
地
形
条
件
》
を
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

数
量
化
阻
類
及
び
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
る
グ
ル
…
ビ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
表
7
～
1
4
に
示
し
た
。
な
お
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
結
果
は
、
便
盤
上

《
集
落
距
離
》
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
含
ま
れ
る
も
の
か
ら
番
号
を
付
し
、

《
集
落
距
離
》
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
含
ま
れ
な
い
も
の
は
《
古
墳
距
離
》
《
陸
上

交
通
路
距
離
》
の
順
に
番
号
を
付
け
た
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
分
析
結
果
を
も

と
に
検
討
を
行
う
が
、
後
述
す
る
地
域
間
で
の
共
通
性
を
見
出
す
上
で
も
、

あ
る
程
度
の
基
準
を
も
と
に
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
地
域
ご
と
の

検
討
で
は
、
各
分
析
結
果
の
中
で
①
複
数
の
ア
イ
テ
ム
の
同
類
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
、
②
あ
る
く
隣
接
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
他
の
景
観
構
成
要
素
の
〈
近
距
離
〉
〈
遠
距
離
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
し
く
は

《
地
形
条
件
》
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の
を
主
に
取

　
　
　
　
　
　
　
③

り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
①
で
は
該
当
す
る
複
数
の
ア
イ
テ
ム
が
寺
院
と
密

接
に
関
連
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
ま
た
、
②
で
く
隣
接
〉
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
特
に
注
目
し
た
の
は
、
寺
院
が
何
ら
か
の
最
観
構
成
要
素
に
隣
接
し

て
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
指
標
で
あ
り
、
関
連
が
非
常
に
大
き
い
と
容
易

に
理
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
〈
近
距
離
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
あ
る
程

表7　畿内における

　　　グルーピング結果

グループ名 含まれるカテゴリー

Aユ

　集落隣接

@古墳隣接
､上交通路隣接

@　山麓

A2

　集落近距離

@古墳近距離
､上交通路近距離

@河川近距離
@　　平地

A3

　集落遠距離
､上交通路遠距離

@河川遠距離
@寺院間中距離

A4 古墳遠距離

實@間遠距離

A5
　河川隣…強

･院問近距離

A6 寺院問長距離

@　台地

度
の
関
連
を
有
し
、

と
判
断
さ
れ
る
。

〈
遠
距
離
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
関
連
性
が
希
薄
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
④

　
H
畿
　
　
内

　
数
量
化
m
類
に
用
い
た
サ
ン
プ
ル
総
数
は
二
五
九
寺
で
あ
り
、
第
五
軸
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
で
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と
判
断
し
た
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
ス
コ
ア
を
ク
ラ

ス
タ
ー
分
析
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
表
7
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
畿
内
に
お
け
る
景
観
構
成
要
素
と
の
関
係
か
ら
見
た
寺
院
の
立
地
傾
向
の

最
も
大
き
な
特
徴
は
、
複
数
の
景
観
構
成
要
素
と
同
程
度
の
距
離
的
関
係
を

保
っ
て
立
地
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
、
で
も
《
集
落
距
離
》
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
ヨ

《
陸
上
交
通
路
距
離
》
は
、
A
－
A
に
お
い
て
同
類
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
完
全
に

一
致
し
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
寺
院
の
建
立
に
際
し
、
集
落
と
陸
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上
交
通
路
の
両
者
と
の
位
置
関
係
は
密
接
な
関
連
性
を
持
っ
て
意
識
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
《
古
墳
距
離
》
も
く
隣
接
〉
〈
近
距
離
〉
に
つ

い
て
は
上
記
ニ
ア
イ
テ
ム
と
同
様
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
結
果
と
な
り
、
寺
院
の

立
地
点
と
文
化
景
観
構
成
要
素
と
の
距
離
的
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の

要
素
と
深
く
結
び
付
く
と
い
う
よ
り
も
、
様
々
な
要
素
と
相
互
に
関
連
す
る

傾
向
が
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
一
方
、
自
然
的
景
観
構
成
要
素
で
あ
る
《
河
川
距
離
》
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

う
ち
、
〈
近
顕
離
〉
〈
遠
距
離
〉
は
A
及
び
A
に
含
ま
れ
、
《
集
落
距
離
》
な

ど
の
同
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
が
、
寺
院
と
最
も

密
接
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
〈
隣
接
〉
は
文
化
的
要
素
の
隣
接
グ
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

プ
と
は
結
び
付
か
ず
、
A
で
く
寺
院
近
距
離
〉
と
の
み
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
　
ら

こ
の
A
の
示
す
傾
向
は
、
第
V
章
で
行
う
分
析
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
主

に
大
和
や
白
鳳
前
期
の
河
内
に
見
ら
れ
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

河
川
の
特
異
性
は
他
の
地
域
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
た
め
、
後
述
す
る
こ

と
に
す
る
。

　
口
東
海
道

　
数
量
化
皿
類
に
用
い
た
サ
ン
プ
ル
総
数
は
九
三
寺
で
あ
り
、
第
四
軸
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
ス
コ
ア
を

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
表
8
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
東
海
道
の
場
合
、
《
集
落
距
離
》
と
《
古
墳
距
離
》
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
ヨ

全
く
同
様
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
と
な
り
（
B
～
B
）
、
逆
に
畿
内
で
見
ら
れ
た

《
集
落
距
離
》
と
《
陸
上
交
通
路
距
離
》
の
同
類
カ
テ
ゴ
リ
ー
同
士
の
結
び

付
き
ば
確
認
で
き
な
い
。
古
墳
は
氏
族
の
勢
力
地
域
に
存
在
し
、
自
ら
の
権

力
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
寺
院
を
古
墳
に
代
わ
る
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ

ル
の
一
つ
と
見
る
な
ら
ば
、
集
落
と
古
墳
と
が
密
接
に
関
連
す
る
場
所
に
寺

院
を
立
地
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
勢
力
地
及
び
近
隣
地
域
に
対
し
て
権
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　

を
誇
示
し
た
、
と
い
う
側
面
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
B
・
B
で
は
こ
の

よ
う
な
傾
向
を
抽
出
し
た
グ
ル
ー
プ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
ヨ
　
B
に
は
く
河
川
隣
接
〉
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
平
地
に
寺
院
が
建

立
さ
れ
た
場
合
、
集
落
や
古
墳
か
ら
は
遠
距
離
で
あ
る
が
、
河
川
に
は
隣
接

し
て
立
地
し
た
傾
向
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
河
川
交
通
が
重
視
さ
れ
て
い

表8　東海道における
　　　グルーピング結果

グループ名 含まれるカテゴリー

B1

　　集落隣接

@　古墳隣接
､上交通路近距離

@河1師近距離

@　　山麓

B2

　集落近距離
@古墳近距離
､上交通路遠距離

@河川遠距離
A寺院間遠距離

@　　台地

B3

集落遠距離

ﾃ墳遠距離
@河川隣接
實@間中距離

@　平地

B4 陸上交通路隣接

實@間長距離
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表9　東山道における

　　　グルーピング結果

グループ名 含まれるカテゴリー

C1
　　集落隣接

､上交通路近距離

@寺院間遠距離

C2
　集落近距離
@　古墳隣接
實@聞中・長距離

C3

集落遠距離

@河川隣接
實@問近距離

@　平地

C4

　古墳近距離

､上交通路隣擾

@河川遠距離

@　山麓

C5

　古墳遠距離
､上交通路遠距離

@河川近距離
@　　台地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
B
は
く
陸
上
交
通
路
隣
接
V
と
く
寺
院

間
長
距
離
〉
の
み
が
結
び
つ
い
て
お
り
、
東
海
道
駅
路
と
強
い
関
連
を
持
っ

て
立
地
し
て
い
る
場
合
、
集
落
や
古
墳
な
ど
と
の
距
離
的
関
連
性
の
傾
向
は

明
瞭
に
は
見
ら
れ
な
い
、
と
言
え
る
。

　
国
東
由
道

　
数
量
化
皿
類
に
用
い
た
サ
ン
プ
ル
総
数
は
六
八
寺
で
あ
り
、
第
四
軸
ま
で

で
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と
判
断
し
働
・
そ
し
て
カ
’
ア
ゴ
リ
支
コ
ア
を

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
表
9
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
東
山
道
で
は
各
ア
イ
テ
ム
の
同
類
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
結
び
つ
い
た
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
ユ

は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
C
～
C
に
は
あ
る
ア
イ
テ
ム
の
〈
隣
接
〉
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
つ
の
景
観
構
成
要
素
が
寺
院
の
立
地
点
と
強
い

関
連
が
あ
る
と
い
う
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
同
一
グ
ル
ー

プ
に
は
〈
近
距
離
〉
を
示
す
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

〈
隣
接
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
中
心
に
様
々
な
景
観
構
成
要
素
と
の
関
連
を
持
つ

傾
向
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
〈
台
地
〉
が
含
ま
れ
る
ら
に
は
く
隣
接
〉

カ
テ
ゴ
リ
ー
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
〈
河
川
近
距
離
V
〈
陸
上
交
通
路
遠
距

離
〉
〈
古
墳
遠
距
離
〉
が
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
指
標
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
ら

か
ら
考
え
る
と
、
C
は
台
地
上
の
文
化
景
観
構
成
要
素
か
ら
は
距
離
を
置
い

た
場
所
へ
立
地
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
回
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
他

の
何
ら
か
の
要
因
が
立
地
点
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
分
析
結
果
の
中
で
東
海
道
と
同
様
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

て
河
川
と
の
関
連
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
山
道
に
お
い
て
も
C
で

く
河
川
隣
接
〉
は
く
平
地
〉
と
結
び
つ
き
、
ま
た
〈
集
落
遠
距
離
〉
が
同
じ

グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
お
り
、
東
山
道
も
東
海
道
と
同
じ
く
、
特
に
平
野
部
で

河
川
交
通
と
密
接
に
関
連
す
る
場
所
へ
の
立
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。　

國
北
陸
猶

数
量
化
皿
類
に
用
い
た
サ
ン
プ
ル
総
数
は
一
七
寺
で
あ
り
、
第
三
軸
ま
で

で
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と
覇
濡
し
働
・
そ
し
て
カ
“
ア
ゴ
リ
ー
ス
コ
ア
を

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
表
1
0
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
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飛鳥・白鳳期における寺院の立地について（上杉）

表10　北陸道における

　　　グルーピング結果

グループ名 含まれるカテゴリー

D1

　　集落隣接

@古墳遠距離

､上交通路近距離

@河川遠距離

@寺院間遠距離

D2

　集落近距離

@　古墳隣接

､上交通路遠距離

@　　山麓

D3

　集落遠距離

､上交通路隣接

@河川近距離

實@間近距離

D4

古墳近距離

@河11隣接

實@間中距離

@　平地

　
数
量
化
璽
類
に
用
い
た
サ
ン
プ
ル
総
数
は
三
一
寺
で
あ
り
、
第
四
軸
ま
で

で
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と
判
断
し
砲
・
そ
し
て
カ
テ
ゴ
リ
支
コ
ア
を

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
表
1
1
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
山
陰
道
で
は
《
集
落
距
離
》
と
《
古
墳
距
離
》
の
く
隣
接
〉
及
び
く
近
距

圃

LtJ

陰

道

　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　

　
北
陸
道
で
は
D
～
D
の
全
て
に
、
あ
る
く
隣
接
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
で
は
東
山
道
と
よ
く
似
て
い
る
と
言
え
る
。
た

だ
、
東
山
道
と
北
陸
道
で
同
｝
ア
イ
テ
ム
の
〈
隣
接
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
含
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ユ

グ
ル
ー
プ
ど
う
し
を
比
較
す
る
と
、
C
と
D
は
類
似
の
傾
向
を
示
し
て
い
る

　
　
な
　
　
　
　
ヨ

が
、
C
と
D
は
か
な
り
異
な
る
傾
向
を
示
す
な
ど
、
立
地
全
体
の
傾
向
と
し

て
は
相
違
点
が
認
め
ら
れ
る
。

表11　山陰道における

　　　グルーピング結果

グループ名 含まれるカテゴリー

E1
集落隣接

ﾃ墳隣接
ﾍ川遠距離

E2

　集落近距離

@古墳近距離
､上交通路隣接

@河川近距離

實@間長距離

@　平地

E3

　集落遠距離
､上交通路遠距離

@　河川隣接
@寺院間遠距離

@　　山麓

E4 陸上交通路近距離

@　　　台地

E5 古墳遠距離

E6 寺院間中距離

離
〉
が
同
一
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
と
な
っ
て
お
り
（
軌
・
彩
、
東
海
道
で
見
ら

れ
た
傾
向
に
類
似
し
て
い
る
。
　
方
、
〈
近
距
離
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
多
く
含

　
　
　
　

ま
れ
る
E
に
く
陸
上
交
通
路
隣
接
〉
が
、
〈
遠
距
離
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
多
く

　
　
　
　
ヨ

含
ま
れ
る
E
に
く
河
川
隣
接
〉
が
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
ヨ

E
及
び
E
で
は
、
交
通
路
が
寺
院
の
立
地
点
と
特
に
強
い
関
連
を
持
つ
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
E
と
E
を
比
較
す
る
と
、
E
の
場
合
、

文
化
景
観
構
成
要
素
で
あ
る
《
集
落
距
離
》
や
《
古
墳
距
離
》
が
く
近
距

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

離
〉
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
の
関
連
性
も
う
か
が
え
る
が
、
E
で
は

〈
集
落
遠
距
離
〉
〈
陸
上
交
通
路
遠
距
離
V
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
《
古

墳
距
離
》
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

文
化
景
観
構
成
要
素
の
影
響
は
さ
ほ
ど
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
グ
ル
ー

プ
の
場
合
は
河
川
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
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表12　山陽遵における

　　　グルーピング結果

グループ名 含まれるカテゴリー

FI
集落隣接

ﾃ墳遠距離

@平地

F2
　集落近距離

､上交通路隣接

@　山麓

F3
　集落遠距離
､上交通路遠距離

@　　台地

F4
　古墳隣接

ﾍ川遠運離
實@問長距離

F5

　古墳近矩離
､上交通路近距離

@河川近距離
@寺院間遠距離

F6 河川隣接

F7 寺院間中題離

水
上
交
通
路
と
し
て
の
利
用
（
も
し
く
は
水
資
源
の
利
用
そ
の
も
の
）
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

う
側
面
が
重
視
さ
れ
た
結
果
の
立
地
と
言
え
る
。
E
か
ら
は
台
地
に
建
立
さ

れ
る
寺
院
は
山
陰
道
駅
路
と
比
較
的
関
連
性
を
持
っ
て
立
地
す
る
傾
向
を
持

つ
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
因
山
陽
道

数
董
化
皿
類
に
用
い
た
サ
ン
プ
ル
総
数
は
七
四
寺
で
あ
り
、
第
四
軸
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
“

で
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
ス
コ
ア
を

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
表
1
2
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
山
陽
道
で
は
各
ア
イ
テ
ム
の
く
隣
接
V
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
全
く
別
々
に
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
に
リ

ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
（
F
・
F
・
F
・
F
）
。
こ
れ

は
地
理
的
に
近
い
山
陰
道
よ
り
も
、
む
し
ろ
東
山
道
や
北
陸
道
に
見
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傾
向
に
類
似
す
る
。
し
か
し
東
山
道
な
ど
と
は
異
な
り
、
F
を
除
い
て
こ
れ

ら
の
グ
ル
ー
プ
に
は
〈
近
距
離
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の

結
果
か
ら
、
山
陽
道
で
は
あ
る
｝
つ
の
景
観
構
成
要
素
と
強
く
結
び
つ
い
て

立
地
す
る
傾
向
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
一
方
、
聡
で
は
く
集
落
近
距
離
〉
を
除
い
た
他
の
〈
近
距
離
〉
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
お
り
、
古
墳
・
河
川
・
山
陽
道
駅
路
と
の

関
連
性
が
相
互
に
あ
る
程
度
保
た
れ
た
地
点
に
立
地
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

〈
遠
距
離
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
は
明
瞭
な
結
合
関
係
は
見
ら
れ
な
い
も

　
　
　
ヨ

の
の
、
F
で
は
〈
集
落
遠
距
離
〉
と
く
陸
上
交
通
路
遠
距
離
〉
が
く
台
地
〉

と
共
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
台
地
上
の
立
地
の
傾
向
と
し
て
は
集

落
及
び
山
陽
道
駅
路
か
ら
離
れ
た
立
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は

一
つ
に
は
山
陽
道
駅
路
が
台
地
上
で
は
な
く
傾
斜
変
換
線
付
近
を
結
ぶ
こ
と

が
多
い
こ
と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
る
ら
れ
る
が
、
今
回
指
標
と
し
て
用
い
た

文
化
景
観
構
成
要
素
と
の
関
連
性
は
薄
く
、
他
の
選
定
理
由
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

　
㈲
南
海
道

　
数
量
化
頂
類
に
用
い
た
サ
ン
プ
ル
総
数
は
六
一
寺
で
あ
り
、
第
五
軸
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
ス
コ
ア
を

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
表
1
3
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
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飛烏・白鳳期における寺院の立地について（上杉）

表13　南海道における

　　　グルーピング結果

グループ名 含まれるカテゴリー

Gl
　集落隣接
､上交通路隣接

@　山麓

G2

　集落近距離
@古墳近距離
､上交通路近距離

@寺院間中距離

@　　平地

G3

　集落遠距離
､上交通路遠距離

@河川近距離
@　　台地

G4 古墳隣接

G5 古墳遠距離

G6 河幽1畷i接

G7 河川遠距離

G8 寺院問長距離

Gg 寺院間遠顕離

と
類
似
し
た
傾
向
を
示
す
と
雷
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
後
述
す
る
よ

う
に
《
古
墳
距
離
》
に
つ
い
て
は
く
隣
接
〉
及
び
〈
遠
距
離
〉
は
上
述
の
よ

う
に
単
独
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
お
り
、
畿
内
と
は
異
な
る
傾
向
を

た
傾
向
と
～
致
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら
南
海
道
は
七
道
の
中
で
最
も
畿
内

　
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
作
ら
な
い
カ
テ
ゴ
リ
…
が
多
く
、

《
古
墳
距
離
》
《
河
淵
距
離
》
の
く
隣
接
〉
及
び
〈
遠
距
離
〉
、
《
寺
院
間
距

離
》
の
く
長
距
離
〉
〈
遠
距
離
〉
は
そ
の
他
の
景
観
構
成
要
素
と
の
関
連
は

弱
く
、
｝
つ
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
南
海
道
で
は
畿
内
と
同
様
に

《
集
落
距
離
》
と
《
陸
上
交
通
路
距
離
》
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
全
く
同
じ
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ヨ

ル
ー
ピ
ン
グ
と
な
り
（
G
～
G
）
、
寺
院
の
立
地
点
と
集
落
及
び
陸
上
交
通

路
の
距
離
は
非
常
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　

G
・
G
に
つ
い
て
は
《
地
形
条
件
》
に
つ
い
て
も
畿
内
の
A
・
A
で
児
ら
れ

表14　西海道における

　　　グルーピング結果

グループ名 含まれるカテゴリー

H且

　集落隣接

@集落近距離

ﾃ墳近・遠距離

､上交通路隣接

@河川近距離

實@間遠距離

H2
　集落遠距離

､上交潮路遠距離

@　河川隣接

H3
　古墳隣接

ﾍ川遠距離

實@間近距離

H4
陸上交逓路近距離

@寺院間長距離

R5 寺院問中距離

　
数
量
化
賑
類
に
用
い
た
サ
ン
プ
ル
総
数
は
一
七
寺
で
あ
り
、
第
三
軸
ま
で

で
有
意
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と
判
断
し
麺
・
そ
し
て
カ
テ
ゴ
ー
ス
コ
ア
を

ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
表
1
4
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　
〈
隣
接
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
注
目
す
る
と
、
H
に
お
い
て
く
陸
上
交
通
路
隣

接
V
と
く
集
落
隣
接
V
が
同
一
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
そ
の
他
の
〈
隣
接
〉
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
の
　
　
　
ヨ

テ
ゴ
リ
ー
は
清
々
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
（
H
・
H
）
。
そ
し
て
、

《
陸
上
交
通
路
距
離
》
と
《
集
落
距
離
》
は
く
遠
距
離
〉
に
つ
い
て
も
同
一

の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
と
な
っ
て
お
り
、
畿
内
及
び
南
海
道
で
検
出
さ
れ
た
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
比
較
的
類
似
し
て
い
る
。
《
河
川
距
離
》
に
つ
い
て
は
く
隣
接
〉
が
H
に

vv

西

海

道

示
す
。
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含
ま
れ
て
お
り
、
集
落
や
陸
上
交
通
路
と
の
関
連
性
の
低
い
場
所
と
結
び
つ

い
て
い
る
。
こ
れ
は
山
陰
道
で
も
見
た
よ
う
に
、
河
川
の
持
つ
水
上
交
通
路

と
し
て
の
機
能
、
も
し
く
は
水
資
源
の
供
給
機
能
が
重
要
視
さ
れ
た
立
地
傾

向
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
地
域
ご
と
に
寺
院
の
立
地
点
の
傾
向
を
検
討
し
た
が
、
次
に
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
結
果
の
類
似
性
か
ら
、
そ
の
共
通
点
を
探
る
。

　
ま
ず
、
阻
章
で
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
河
川
が
他
の
景
観
構
成
要
素
と
比
べ

て
特
異
な
傾
向
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
〈
河
川
隣
接
〉
は
い
ず

れ
の
地
域
に
お
い
て
も
他
の
〈
隣
接
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
結
び
つ
か
ず
、
単

独
も
し
く
は
そ
の
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
み
結
び
つ
き
を
見
せ
る
。
こ
れ
は

河
川
に
隣
接
し
た
場
所
へ
寺
院
が
建
立
し
て
い
る
と
き
、
文
化
景
観
構
成
要

素
と
の
距
離
的
関
連
性
は
さ
ほ
ど
強
く
な
い
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
河
川
に

隣
接
し
て
立
地
す
る
こ
と
自
体
に
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ

の
中
で
も
重
要
と
な
る
の
は
河
川
の
持
つ
交
逓
機
能
で
あ
り
、
陸
上
交
通
路

に
沿
っ
た
位
鐙
に
建
立
さ
れ
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に
建
立
に
際
し
て
交
逓
の

利
便
さ
、
そ
し
て
交
通
の
要
衝
の
確
保
が
建
立
地
の
選
定
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
畿
内
に
最
も
類
似
し
た
結
果
が
抽
嵐
さ
れ
た
の
は
南
海
道
で
あ
る
。
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
7
、
表
1
3
に
お
け
る
A
と
G
及
び
A
と
G
は
地
形
条
件
も
一
致
し
、
非
常 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ユ

に
似
通
っ
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
A
と
G
で
は
〈
古
墳
隣
接
〉
が
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

な
る
状
況
を
示
し
て
お
り
、
南
海
道
の
場
合
は
G
に
は
含
ま
れ
ず
単
独
の
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
畿
内
と
南
海
道
で
異
な
る

傾
向
が
確
認
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
両
者
の
寺
院
建
立
時
期
の
差
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
海
道
の
寺
院
の
大
多
数
は
白
鳳
後
期
に
建
立
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
、
古
墳
の
持
つ
ス
テ
ー
タ
ス
な
い
し
古
墳
を

造
営
し
た
氏
族
の
勢
力
が
低
下
し
て
い
た
。
氏
族
に
と
っ
て
寺
院
は
古
墳
に

代
わ
る
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
を
も
持
つ
が
、
既
存
の
勢
力

中
心
地
域
へ
の
建
立
だ
け
で
は
そ
の
権
力
を
内
外
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
大
和
朝
廷
に
よ
る
空
間
的
基
盤
整
備
事
業

の
展
開
で
あ
り
、
地
形
的
目
標
物
を
直
線
的
に
結
ぶ
計
画
道
路
と
し
て
の
南

海
道
駅
路
が
敷
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
寺
院
建
立
自
体
も
大
和

朝
廷
か
ら
奨
励
さ
れ
た
事
業
で
あ
り
、
そ
の
技
術
を
中
央
か
ら
移
入
し
て
建

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
大
和
朝
廷
の
力
が
地
方
に
及

ぶ
に
至
り
、
南
海
道
の
地
方
氏
族
が
寺
院
を
建
立
す
る
場
合
、
特
に
勢
力
や

ス
テ
ー
タ
ス
を
強
く
意
識
し
て
建
立
を
行
う
場
合
、
在
地
に
目
を
向
け
た
上

で
の
既
存
勢
力
地
を
中
心
に
し
た
立
地
と
中
央
政
府
に
対
応
す
る
形
で
の
南

海
道
駅
路
を
意
識
し
た
立
地
の
二
ヶ
所
が
立
地
点
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
こ

と
と
な
る
。
そ
れ
に
反
し
て
畿
内
の
場
合
、
陸
上
交
通
路
の
起
源
が
古
く
重

要
性
も
高
い
こ
と
、
大
和
と
河
内
を
結
ぶ
陸
上
交
通
路
や
東
高
野
街
道
な
ど
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飛鳥・自同期における寺院の立地について（上杉）

が
主
要
古
墳
築
造
地
域
を
通
過
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
他
の
ど

の
地
域
よ
り
も
早
く
中
央
の
政
策
が
在
地
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
な
ど
南
海
道

と
は
異
な
る
条
件
が
多
く
存
在
す
る
た
め
に
、
古
墳
と
の
関
連
だ
け
で
は
な

く
、
他
の
多
く
の
景
観
構
成
要
素
と
の
関
連
が
保
た
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
畿
内
や
南
海
道
、
そ
し
て
西
海
道
以
外
の
地
域
に
お
い
て
は
く
陸
上
交
通

路
隣
接
〉
が
そ
の
他
の
〈
隣
接
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
結
び
つ
か
な
い
点
で
共

通
し
て
い
る
。
陸
上
交
通
路
に
隣
接
し
て
立
地
し
て
い
る
場
合
、
他
の
景
観

構
成
要
素
と
の
距
離
は
強
い
関
連
性
は
示
さ
ず
、
陸
上
交
通
路
の
影
響
の
強

さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
申
で
東
海
道
と
山
陰
道
に
は
く
集

落
隣
接
V
と
く
古
墳
隣
接
〉
の
結
び
つ
き
が
見
ら
れ
、
集
落
と
古
墳
の
位
置

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
〈
陸
上
交

通
路
隣
接
〉
が
含
ま
れ
る
グ
ル
ー
プ
と
は
対
照
的
に
既
存
勢
力
地
域
を
中
心

に
考
え
た
立
地
と
醤
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
東
山
道
、
北
陸
道
及
び
山
陽
道

で
は
全
て
の
く
隣
接
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
別
々
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、

今
圓
使
用
し
た
景
観
構
成
要
素
の
い
ず
れ
か
が
寺
院
の
立
地
点
に
対
し
て
個

別
に
強
い
関
連
性
を
有
し
、
他
の
要
素
は
副
次
的
な
関
連
に
留
ま
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

①
た
だ
し
、
山
腹
に
立
地
す
る
寺
院
に
つ
い
て
は
全
寺
院
数
の
五
％
程
と
サ
ン
プ

　
ル
数
が
少
な
く
、
〈
山
腹
〉
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
分
析
に
不
適
と
判
断
し
、
除
外
し
た
。

②
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
結
び
つ
か
ず
、
単
独
で
区
分
さ
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
生
じ

　
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
地
域
に
お
い
て
非
常
に
特
認
さ
れ
る
カ
テ
ゴ

　
リ
ー
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
空
間
的
側
面
か
ら
見
て
特
化
し
て
い
る
場
合
と
、

　
今
國
は
検
討
に
加
え
な
か
っ
た
他
の
側
面
か
ら
の
影
響
を
非
常
に
強
く
受
け
る
た

　
め
に
特
化
し
て
い
る
場
合
、
の
二
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
後
者
の
場
合
、
空

　
間
的
側
面
を
強
調
し
て
分
析
を
す
す
め
る
こ
と
は
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

　
ろ
う
。
し
か
し
、
二
者
を
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
両
者
の
区
分
は

　
行
わ
な
い
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、
空
間
的
側
面
か
ら
見
て
特
化
し
て
い
る
と
判

　
断
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
若
干
の
醤
及
を
行
っ
て
い
る
。

③
も
ち
ろ
ん
、
検
出
さ
れ
た
全
て
の
グ
ル
ー
プ
が
当
該
地
域
に
つ
い
て
の
何
ら
か

　
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

④
前
掲
第
－
章
⑪
参
照

⑤
数
蚤
化
皿
類
の
軸
の
解
釈
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
前
掲
第
皿
章
①
参

　
照
）
。
第
｝
軸
［
関
連
の
高
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
低
い
カ
テ
ゴ
リ
…
を
区
分
す
る
一

　
般
軸
］
、
第
二
軸
と
第
四
軸
［
交
通
路
と
の
関
連
性
］
、
第
三
軸
［
生
活
空
間
と
の

　
関
連
性
］
、
第
五
軸
門
寺
院
の
地
域
密
度
］
。
な
お
、
W
章
に
お
け
る
軸
の
解
釈
で

　
は
サ
ン
プ
ル
ス
コ
ア
に
お
け
る
属
性
別
（
国
、
郡
内
密
度
、
建
立
時
期
）
の
平
均

　
も
参
考
に
し
て
い
る
。

⑥
第
一
軸
［
平
地
を
区
分
（
尾
張
・
三
河
）
］
、
第
二
軸
［
陸
上
交
通
路
と
の
関
連

　
性
・
山
麓
と
台
地
を
区
分
］
、
第
三
軸
［
河
川
と
の
関
連
性
一
、
第
四
軸
［
行
動
空

　
間
と
の
関
連
性
］
。

⑦
第
｝
軸
［
嵜
院
の
地
域
密
度
］
、
第
二
軸
及
び
箔
三
軸
［
交
通
路
と
の
関
連
性
］
、

　
第
四
軸
［
古
墳
・
河
川
と
の
関
連
性
］

⑧
第
～
軸
［
地
形
条
件
の
差
違
］
、
第
二
軸
［
生
活
空
間
と
の
関
連
性
・
寺
院
の

　
地
域
密
度
】
、
第
三
軸
［
交
通
路
と
の
関
連
性
］
。

⑨
第
一
豊
門
寺
院
の
地
域
密
度
］
、
第
二
軸
［
交
通
路
と
の
関
連
性
］
、
第
三
軸

　
［
地
形
欝
欝
の
差
違
］
、
第
四
軸
［
生
活
空
論
と
の
関
連
性
］
。

⑩
第
　
軸
［
生
活
空
間
と
の
関
連
性
・
平
地
を
区
分
］
、
第
二
軸
［
既
存
の
シ
ン
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ボ
ル
（
寺
院
・
古
墳
）
と
の
関
連
性
］
、
第
三
軸
［
交
通
路
と
の
関
連
性
・
台
地

　
を
区
分
］
、
第
囚
軸
［
交
通
路
と
の
関
連
性
・
山
麓
を
区
分
］
。

⑪
第
一
軸
［
寺
院
の
地
域
密
度
］
、
第
二
軸
［
行
動
空
間
と
の
関
連
性
］
、
第
三
軸

　
［
生
活
空
間
と
の
関
連
性
］
、
第
四
軸
［
古
墳
と
の
関
連
性
］
、
第
五
軸
［
地
形
条

　
件
の
差
違
］

⑫
西
海
道
は
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
く
、
数
量
化
皿
類
の
分
析
手
続
き
上
の
問
題
を

　
克
服
す
る
た
め
に
《
地
形
条
件
》
を
削
除
し
、
ま
た
〈
古
墳
近
距
離
〉
及
び
〈
遠

　
顕
離
〉
は
く
古
墳
近
・
遠
距
離
V
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
…
に
再
編
し
て
分
析
を
行
っ

　
た
。
軸
の
解
釈
に
つ
い
て
は
第
一
軸
［
寺
院
の
地
域
密
度
］
、
第
一
一
軸
［
交
通
路

　
と
の
関
連
性
］
、
第
三
軸
［
生
活
空
間
と
の
関
連
性
］
と
な
る
。

V
時
間
的
変
化

　
本
章
で
は
寺
院
の
立
地
場
所
の
時
間
的
変
化
に
注
目
し
て
検
討
を
進
め
る
。

分
析
の
対
象
地
域
と
し
て
は
、
造
寺
活
動
が
常
に
あ
る
程
度
見
ら
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
望
ま
し
く
、
今
回
は
こ
の
条
件
を
満
た
す
畿
内
を
対
象
地
域
と
設
定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
表
1
5
は
、
畿
内
の
寺
院
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
建
立
時
期
別
に
数
量
化
皿
類

　
　
③

を
行
い
、
得
ら
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
ス
コ
ア
を
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
っ
て
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
そ
の
中
で
大
和
・
河
内
・
近
江
に
つ
い
て
の
結
果
を
時
期

、
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ご
と
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
大
和
の
場
合
、
各
時
期
を
逓
じ
て
《
郡
内
密
度
》
の
最
も
高
い
値
を
示
す

カ
テ
ゴ
リ
ー
が
含
ま
れ
て
お
り
、
あ
る
地
域
へ
の
集
中
が
高
い
こ
と
が
理
解

さ
れ
、
ま
た
飛
鳥
期
及
び
白
鳳
後
期
に
は
〈
集
落
近
距
離
〉
と
く
河
川
隣

表15　畿内における寺院立地傾向の時閲的変化

@　　飛鳥期

含まれるカテゴリー

@　　白鳳前期 @　白鳳後期

i
i
i
i
大
i
和
i
…

　　　大和

S内密度0，25－0．75

@　集落近距離

､上交通路近距離

@　河川隣接

@　　山麓

　　大和

S内密度1以上

　　大和

S内密度1以上

@集落近距離

@河川隣接

　∫

@i
@i
ni
謔
演
ﾍ
　
：
薗
i
内
）
i
　
i
　
…
　
…
　
…

　河内

W落隣接

　　河内

S内密度0．5～1

@集落隣接
､上交通路隣接

@河川隣接

@　山麓

　河内

W落隣接

i
近
；
江

近江 　　　近江

､上交通路遠距離

　　　近江

､上交通路遠距離

@　　平地
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飛鳥・白鳳期における寺院の立地について（上杉）

接
〉
が
含
ま
れ
て
お
り
、
集
落
に
比
較
的
近
い
場
所
や
河
川
に
隣
接
し
た
場

所
に
立
地
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
河
内
は
三
時
期
を
通
じ
て
〈
集
落
隣

接
〉
が
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
集
落
と
の
関
連
性
が
密
接
で
あ
る
。

そ
し
て
近
江
の
場
合
は
〈
陸
上
交
通
路
遠
距
離
〉
が
白
鳳
前
期
及
び
後
期
に

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
陸
上
交
通
路
と
の
関
連
性
は
希
薄
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
三
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
傾
向
は
時
問
的
な
変
化
が
見
ら
れ
ず
、
三

時
期
を
通
じ
た
基
本
的
な
傾
向
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
大
和
や
河
内
に
お
い
て
は
白
鳳
前
期
の
立
地
傾
向

が
他
の
二
時
期
に
比
べ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

特
に
河
内
で
は
白
鳳
前
期
の
み
に
見
ら
れ
る
傾
向
が
数
多
く
存
在
し
、
白
鳳

前
期
が
他
の
二
時
期
と
比
べ
て
特
異
な
傾
向
を
み
せ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
時
期
に
よ
っ
て
立
地
傾
向
に
差
違
が
生
じ
た
背
景
を
検
討
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
際
、
空
間
的
側
面
か
ら
の
検
討
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
政
治
的
・
社

会
的
・
文
化
的
要
因
な
ど
他
の
側
面
か
ら
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
た

だ
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的
検
討
は
本
稿
の
目
的
を
大
き
く
越
え
る
も
の
で
あ

り
、
他
日
を
期
し
た
い
が
、
こ
こ
で
は
河
内
の
白
鳳
前
期
の
状
況
を
概
観
す

る
こ
と
で
、
寺
院
建
立
地
選
定
に
影
響
を
多
少
な
り
と
も
与
え
た
と
考
え
ら

れ
る
事
象
を
予
察
的
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
古
来
よ
り
河
内
は
難
波
と
大
和
を
結
ぶ
交
通
上
の
要
地
と
し
て
認
識
さ
れ

　
　
　
⑥

て
い
た
が
、
六
四
五
年
の
難
波
遷
都
に
よ
り
、
そ
の
地
域
的
重
要
性
が
さ
ら

　
　
　
　
⑦

に
増
加
し
た
。
表
1
5
を
見
る
と
、
白
鳳
前
期
の
河
内
に
は
交
通
路
に
隣
接
し

た
場
所
に
寺
院
が
立
地
す
る
傾
向
が
あ
る
。
森
郁
夫
な
ど
も
説
い
て
い
る
よ

う
に
、
交
通
路
の
掌
握
は
政
権
保
持
藩
に
と
っ
て
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、

中
央
政
権
、
そ
し
て
地
域
の
有
力
氏
族
に
と
っ
て
重
要
な
交
通
路
に
よ
り
早

く
、
よ
り
多
く
の
寺
院
が
設
概
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
白
鳳
前
期
の
河
内
に
お

け
る
寺
院
造
営
に
政
治
的
要
因
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

　
⑧
あ
る
。
し
か
し
、
難
波
宮
か
ら
は
わ
ず
か
十
年
で
再
び
飛
鳥
の
地
に
遷
都
さ

れ
、
そ
の
後
六
六
七
年
に
は
大
津
へ
の
遷
都
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

難
波
地
域
の
政
治
的
重
要
性
が
高
揚
し
た
期
間
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
な
い
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
白
鳳
前
期
に
お
い
て
河
内
に
は
畿
内
の
み
に
留
ま
ら

ず
、
日
本
申
で
最
も
多
く
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
河

内
が
交
通
路
上
の
要
地
で
あ
る
こ
と
は
三
時
期
を
通
じ
て
言
え
る
こ
と
な
の

だ
が
、
先
述
の
分
析
か
ら
は
白
鳳
前
期
の
河
内
に
特
に
強
い
傾
向
と
し
て
抽

出
さ
れ
た
。
単
に
交
通
路
に
影
響
を
受
け
た
立
地
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
白
鳳

前
期
の
み
に
傾
向
が
抽
出
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
国
内

の
政
治
中
心
地
の
移
動
だ
け
で
な
く
、
他
の
背
景
も
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
河
内
の
寺
院
に
つ
い
て
は
出
土
瓦
や
建
立
氏
族
と
の
関
連
性
か
ら
詳
し
い

　
　
　
　
　
　
　
⑨

検
討
が
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
今
圓
は
当

時
の
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
検
討
の
一
助
と
し
た
い
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と
田
い
う
。

　
朝
鮮
半
島
の
覇
権
を
め
ぐ
る
中
で
唐
と
新
羅
は
六
四
八
年
に
手
を
結
ん
だ
。

白
黒
二
年
（
六
五
一
）
に
は
歯
黒
を
着
た
新
羅
使
が
筑
紫
に
到
着
し
て
お
り

（
こ
れ
を
朝
廷
は
追
い
返
し
て
い
る
の
だ
が
）
、
少
な
く
と
も
こ
の
前
後
に

は
同
盟
の
事
実
が
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
同
盟
が
大
和
朝
廷
に
と

っ
て
、
自
ら
の
領
土
を
脅
か
す
存
在
と
し
て
多
少
な
り
と
も
認
識
さ
れ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
白
雑
四
年
（
六
五
三
）
に
は
中
大

兄
ら
が
難
波
宮
か
ら
飛
鳥
に
戻
り
、
斉
明
朝
に
な
る
と
都
は
再
び
飛
鳥
に
置

か
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
～
因
を
朝
鮮
半
島
の
軍
威
に
対
す
る
防
衛
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

考
え
る
説
は
古
く
か
ら
あ
る
。
そ
の
後
、
百
済
の
滅
亡
に
よ
る
斉
明
天
皇
の

西
征
（
六
六
一
）
な
ど
で
戦
争
の
雰
囲
気
が
国
内
に
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

天
智
天
皇
二
年
（
六
六
三
）
の
白
村
江
の
敗
戦
後
、
百
済
王
善
光
ら
を
難
波

に
住
ま
わ
す
な
ど
、
百
済
か
ら
の
移
民
を
多
く
受
け
入
れ
る
㎝
方
で
、
国
内

に
は
水
城
や
金
田
城
、
屋
六
呂
、
高
安
城
な
ど
防
御
施
設
が
次
々
と
建
設
さ

れ
、
都
も
ま
た
天
智
天
皇
六
年
（
六
六
七
）
に
は
内
陸
部
の
大
津
へ
と
遷
る
。

そ
の
後
、
新
羅
、
唐
と
の
外
交
関
係
は
回
復
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
六
五

〇
・
六
六
ケ
年
代
は
大
和
政
権
お
よ
び
有
力
氏
族
に
と
っ
て
唐
お
よ
び
新
羅

と
の
戦
争
、
そ
し
て
日
本
侵
攻
に
対
す
る
危
機
感
が
脳
裏
に
あ
っ
た
こ
と
が

理
解
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
の
中
で
、
河
内
の
重
要
な
交
通
路
に
沿
っ
て
寺
院

が
建
立
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
当
時
の
寺
院
に
は
防
御
施
設
と
し
て
の
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
皇
極
…
…

年
（
六
四
三
）
の
山
背
大
兄
王
一
族
、
同
四
年
（
六
四
五
）
の
申
大
兄
皇
子
、

大
化
五
年
（
六
四
九
）
の
倉
山
田
石
川
麻
鼠
㎜
族
が
、
そ
れ
ぞ
れ
政
敵
か
ら

逃
れ
る
た
め
に
斑
鳩
寺
、
法
興
寺
、
山
田
寺
へ
立
て
こ
も
っ
て
い
る
史
実
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ら
十
分
理
解
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
近
江
に
お
い
て
大
津

市
の
設
置
と
と
も
に
建
立
さ
れ
た
崇
福
寺
は
山
城
か
ら
大
津
京
に
至
る
重
要

交
通
路
で
あ
る
滋
賀
越
道
を
見
下
ろ
す
位
置
に
建
立
さ
れ
て
お
り
、
寺
院
が

重
要
交
通
路
を
掌
握
す
る
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

軍
事
施
設
で
あ
る
高
安
城
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
軍
事
機
能
に
特
化
す
る
の

で
あ
れ
ば
同
様
の
山
城
的
施
設
を
建
設
し
た
方
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
「
寺
院
」

で
あ
る
こ
と
に
も
う
少
し
注
目
し
て
い
く
。

　
時
代
は
下
が
る
が
山
陽
道
の
駅
家
が
蕃
客
に
備
え
る
た
め
瓦
葺
粉
壁
で
あ

っ
た
こ
と
が
『
日
本
後
紀
島
大
同
死
年
（
八
〇
七
）
五
月
～
四
日
常
に
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
山
陽
道
駅
家
が
こ
の
よ
う
に
瓦
葺
粉
壁
に

な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
『
週
日
本
紀
』
天
平
元
年
（
七
二
九
）
四
月
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

日
条
の
記
載
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
さ
れ
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
瓦
導
き
の
屋

根
を
携
え
た
建
築
物
は
国
力
を
他
国
の
蕃
客
に
誇
示
す
る
側
面
を
有
し
て
い

　
　
　
　
⑬

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
飛
鳥
期
・
白
鳳
期
の
寺
院
に
つ
い
て
も

言
え
る
の
で
あ
り
、
寺
院
が
当
時
の
最
先
端
の
文
化
を
吸
収
し
得
る
力
を
持
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飛鳥・自鳳期における寺院の立地について（上杉）

つ
と
い
う
ス
テ
…
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
的
な
側
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
説

　
　
　
　
⑭

か
れ
て
い
る
。
河
内
の
白
鳳
前
期
に
お
け
る
寺
院
の
立
地
場
所
選
定
の
際
、

他
者
に
対
す
る
権
力
の
誇
示
と
い
う
潜
在
的
な
意
味
に
お
け
る
軍
事
機
能
の

側
面
が
考
慮
さ
れ
た
可
能
性
を
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
こ

こ
で
言
う
他
者
と
は
、
国
内
の
政
敵
、
も
し
く
は
自
ら
が
治
め
る
～
般
民
ば

か
り
で
な
く
、
他
国
の
使
者
も
し
く
は
（
ま
だ
見
ぬ
）
軍
隊
も
含
ま
れ
て
い

た
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
斉
明
天
皇
六
年
（
六
六
〇
）
に
「
仁
王
般
若
之
會
」
が
初
め
て
開

か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
噸
仁
王
般
若
波
羅
密
経
隔
は
内
乱
・

外
冠
な
ど
の
危
機
の
際
、
一
中
の
鬼
神
が
こ
の
教
典
を
聞
き
、
国
土
を
守
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

す
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
寺
院
で
行
わ

れ
る
の
で
あ
り
、
国
際
情
勢
の
悪
化
に
際
し
て
斉
明
天
皇
が
国
家
の
護
持
を

願
っ
た
よ
う
に
、
有
力
氏
族
は
（
国
家
よ
り
も
む
し
ろ
）
私
権
の
護
持
を
願

っ
て
寺
院
を
建
立
し
、
法
会
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
寺
院
」
は
、
防
御
施
設
、
他
者
に
権
力
を
誇
示
す
る
潜
在

的
な
機
能
、
そ
し
て
護
持
を
願
う
教
典
読
論
を
行
う
場
と
い
う
三
つ
の
側
画

を
少
な
く
と
も
有
し
て
い
た
。
対
外
関
係
の
悪
化
と
い
う
当
時
の
状
況
の
中

で
、
こ
れ
ら
の
側
面
が
多
少
な
り
と
も
検
討
さ
れ
、
寺
院
が
造
ら
れ
る
動
機

の
～
つ
と
な
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
側
面
、
特
に

他
者
に
権
力
を
誇
示
す
る
機
能
、
が
建
立
地
選
定
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
事
項

の
～
つ
に
加
え
ら
れ
た
結
果
、
白
鳳
前
期
の
河
内
に
お
い
て
は
交
通
路
に
隣

接
し
た
建
立
が
傾
向
と
し
て
現
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
①
前
掲
第
丑
章
⑪
参
照

　
②
各
分
析
に
お
け
る
サ
ン
プ
ル
総
数
は
次
の
逓
り
で
あ
る
。
飛
鳥
期
三
七
、
白
鳳

　
　
前
期
六
八
、
白
鳳
後
期
一
四
一
。

　
③
第
V
章
の
分
析
に
お
け
る
軸
の
解
釈
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
軸

　
　
の
解
釈
に
つ
い
て
は
国
を
分
化
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
命
名
し
て
い
る
。
同

　
　
　
国
名
が
記
載
さ
れ
る
の
は
軸
ご
と
で
異
な
る
傾
向
が
抽
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
飛
鳥
期
…
第
一
軸
［
大
和
一
そ
の
他
の
国
区
分
軸
］
、
第
二
軸
門
河
内
一
摂
津

　
　
区
分
軸
］
、
耳
玉
軸
［
山
背
－
摂
津
区
分
軸
］
、
第
四
軸
［
近
江
－
摂
津
区
分
軸
］

　
　
　
白
鳳
前
期
…
第
一
軸
［
大
和
一
そ
の
他
の
国
区
分
軸
］
、
第
二
軸
門
近
江
一
摂

　
　
津
・
康
背
区
分
軸
］
、
第
三
軸
［
近
江
・
摂
津
1
そ
の
他
の
国
区
分
軸
］
、
第
四
軸

　
　
［
山
背
－
大
和
・
摂
津
・
近
江
区
分
軸
］

　
　
　
白
鳳
後
期
…
第
一
軸
［
大
和
一
河
内
・
摂
津
区
分
軸
］
、
第
二
軸
［
由
背
一
近

　
　
江
区
分
軸
］
、
第
三
軸
［
河
内
－
摂
津
区
分
軸
］
、
第
四
軸
［
大
和
・
摂
津
一
河

　
　
内
・
近
江
区
分
軸
］
、
第
五
軸
［
山
背
一
大
和
・
河
内
区
分
軸
】

　
④
〈
摂
津
〉
及
び
〈
山
背
〉
に
つ
い
て
は
有
意
な
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
検
出
さ
れ
な

　
　
か
っ
た
た
め
省
略
し
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
両

　
　
国
に
お
け
る
寺
院
建
立
数
が
各
時
期
と
も
に
少
な
い
た
め
、
他
国
と
比
較
し
て
明

　
　
瞭
な
傾
向
が
存
在
し
な
い
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
⑤
今
回
用
い
て
き
た
分
析
手
法
は
数
量
化
皿
類
、
及
び
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
る

　
　
検
討
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
純
然
た
る
関
連
性
を
指
摘
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
因

　
　
果
関
係
を
抽
出
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
⑥
『
日
本
書
紀
盛
推
古
二
一
年
＝
月
条
に
「
自
難
波
至
今
日
置
大
道
」
と
あ
り
、

　
　
難
波
と
飛
鳥
を
結
ぶ
道
が
大
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

　
　
（
参
考
　
岸
俊
男
「
古
道
の
歴
史
」
、
『
古
代
の
日
本
二
五
　
近
畿
、
角
川
書
店
、
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一
九
七
〇
）

⑦
竹
原
氏
は
北
河
内
に
お
け
る
検
討
の
中
で
、
河
内
を
中
央
と
の
結
び
つ
き
だ
け

　
で
検
討
す
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
て
お
ら
れ
る
が
、
同
感
で
あ
る
。
し
か
し
、
白

　
鳳
前
期
に
河
内
の
政
治
的
璽
要
性
の
高
揚
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
当
該
期
に
建
立

　
さ
れ
た
寺
院
の
多
く
が
河
内
中
央
部
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

　
こ
こ
で
は
河
内
の
持
つ
一
側
面
と
し
て
中
央
と
の
関
連
性
に
注
恩
し
て
い
る
。

　
（
参
照
　
竹
原
伸
仁
　
前
揚
第
－
章
⑪
b
）

⑧
森
郁
夫
瞥
わ
が
国
に
お
け
る
初
期
寺
院
」
『
学
叢
』
；
｝
号
、
｝
九
九
一

⑨
a
上
田
睦
「
寺
を
建
て
た
氏
族
た
ち
（
摂
・
河
・
泉
）
」
、
『
古
代
の
寺
を
考
え

　
る
1
年
代
・
氏
族
・
交
流
1
㎞
、
帝
塚
山
考
古
学
研
究
所
、
一
九
九
一
、
b

　
同
「
渡
来
系
氏
族
の
造
っ
た
河
内
の
寺
院
扁
、
『
渡
来
系
氏
族
と
古
代
寺
院
㎞
、
帝

　
塚
山
考
古
学
研
究
所
、
一
九
九
四
、
c
森
郁
夫
　
前
掲
第
－
章
⑪
a
、
d
竹
原
伸

　
仁
　
前
掲
第
－
章
⑪
b

⑩
鈴
木
治
新
装
版
隅
白
村
江
臨
、
学
生
社
、
　
九
九
五
（
第
　
版
は
　
九
七
三
）

⑪
前
掲
第
V
章
⑨

⑫
坂
本
太
郎
『
上
代
駅
制
の
研
究
』
、
至
文
堂
、
一
九
二
八

⑬
高
橋
美
久
二
㎎
古
代
交
通
の
考
古
地
理
臨
、
大
明
堂
、
一
九
九
五
、
四
五
一
四

　
七
頁

⑭
前
掲
第
－
章
⑪
a
参
照

⑮
磁
村
幽
澄
魍
飛
鳥
・
白
鳳
仏
教
論
臨
、
雄
山
閣
出
版
、
　
九
七
五
、
四
四
頁

W
　
結

語

　
本
稿
で
は
古
代
景
観
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
っ
た
寺
院
に
つ
い
て
、
他

の
景
観
構
成
要
素
と
の
関
達
性
を
中
心
に
そ
の
立
地
点
の
検
討
を
行
っ
た
。

従
来
、
寺
院
の
立
地
に
関
し
て
は
単
一
の
景
観
構
成
要
素
と
の
関
連
性
だ
け

で
検
討
さ
れ
、
ま
た
全
国
の
寺
院
を
扱
っ
た
検
討
が
、
数
的
困
難
さ
も
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
今
回
は
数
量
化
紐
類
及
び
ク
ラ
ス
タ
ー

分
析
と
い
う
統
計
的
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
上
記
の
既
存
研
究
の
問
題

点
に
つ
い
て
の
克
服
を
試
み
た
。
そ
し
て
、
全
国
的
傾
向
や
地
域
ご
と
の
独

自
の
傾
向
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
間
に
お
け
る
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
稿
で
得
ら
れ
た
～
般
的
な
傾
向
と
個
別
事
例
の
検
討

結
果
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
飛
鳥
期
・
白
鳳
期
建
立
寺
院
の
立
地
に
関

す
る
空
間
的
側
面
か
ら
の
理
解
は
よ
り
鮮
明
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
今
回
は
主
に
空
間
的
側
面
か
ら
の
検
討
を
進
め
た
が
、
も
ち
ろ
ん
景
観
は

空
間
的
側
面
の
み
で
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
意
識
し
つ
つ
、

畿
内
を
事
例
地
域
と
し
て
、
立
地
場
所
に
つ
い
て
の
時
期
的
差
違
に
つ
い
て
、

空
間
的
側
面
か
ら
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
空
間
的
側
面
以
外
の
要
因
に
つ
い

て
も
、
予
察
的
に
考
察
を
行
い
、
よ
り
多
角
的
視
点
か
ら
の
検
討
の
必
要
性

を
指
摘
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
こ
の
よ
う
に
古
代
景
観
の
復
原
に
は
、
今
回
検
討
を
加
え
た
空
間
的
側
面

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
歴
史
的
・
文
化
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
や
社
会
状
況
な
ど
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
り
、
～
つ
～
つ
を
よ
り
精
緻

に
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
検
討
す
る
姿
勢
が
求
め

ら
れ
る
。
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（
付
記
〉
　
本
稿
は
平
成
十
年
度
に
京
都
大
学
文
学
部
へ
提
出
し
た
卒
業
論
文
を
大
幅

　
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
寺
院
の
デ
ー
タ
作
成
に
あ
た
っ
て
、
全
国
各
地

の
教
育
委
員
会
・
博
物
館
の
方
々
に
非
常
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ら
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

末
尾
な
が

（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

　
　
ポ

飛鳥・白鳳期における寺院の立地について（上杉）

（995）149




